
次の文章は， 和牛の改良に関する 記述である 。 文章中の空欄ａ ～ｄ に入る も

のの組合せと し て正し いのはど れか。

我が国の和牛の育種技術の歴史は １８  世紀後半の江戸時代ま でさ かのぼる こ と ができ ，

こ の頃，「  　 ａ 　  」 と 呼ばれる 系統が造成さ れていた。 その後，１９００  年頃から 在来和牛

の体格や晩熟性を 改良する ために， 　 ｂ 　  やブラ ウ ン ス イ ス 種など の外国種と の交雑

が行われ， 体格は大き く なり ， 飼料の利用性や泌乳量も 向上し た。 その結果， 和牛と し

て， 黒毛和種， 褐毛和種， 無角和種， 日本短角種の４ 品種が確立さ れた。１９６０  年代以

降， 和牛の役割は役用から 肉専用へと 変わり ， 近年では黒毛和種が最も 多く 飼育さ れて

いる 。 黒毛和種は， 和牛のう ちでも 特に 　 ｃ 　  が優れており ， その改良には 　 ｄ 　  が

用いら れている 。

　 　 ａ 　 　 　  　 　 ｂ ｃ ｄ

１ ． 枝　 　 シンメ ンタ ール種　 　 枝肉重量　 　 後代検定

２ ． 枝　 　 ヘレ フ ォ ード 種　 　 　 脂肪交雑　 　 直接検定

３ ． 蔓　 　 シンメ ンタ ール種　 　 枝肉重量　 　 直接検定

４ ． 蔓　 　 シンメ ンタ ール種　 　 脂肪交雑　 　 後代検定

５ ． 蔓　 　 ヘレ フ ォ ード 種　 　 　 脂肪交雑　 　 直接検定
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                     乳牛の搾乳作業に関する 次の記述のう ち， 正し いのはど れか。

１ ． 毎回の搾乳で最初に搾り 出さ れる 乳は， 乳脂肪分を多く 含み， 良質なバタ ーの原

材料に適し ており ， こ の乳を 特別に取り 分ける ため， 前搾り と し て手搾り を ３ ～

４ 回行う 。

２ ． 生乳を 衛生的に生産する ため， 搾乳前には， 殺菌し たタ オルで乳頭部分の汚れを

拭き 取り ， プレ ディ ッ ピ ングを 行った後， 清潔なペーパータ オルで水分を 拭き 取

る など の乳頭清拭を 行う 。

３ ． 乳頭清拭は乳の流出を促す乳頭への刺激と なる が， 接触刺激の効果が現れる ま で

時間を 要する ため， ティ ート カッ プの装着は乳頭清拭の後， 十分に時間を 置いて

から 行う 。

４ ． ティ ート カッ プの取り 外し によ る 急激な圧力の変化は搾乳後の乳頭の生理反応に

悪影響を 及ぼすため， 搾乳終了から 十分に時間を置いてから ティ ート カッ プを 取

り 外す。

５ ． ポス ト ディ ッ ピ ングは， 搾乳者の手から 乳頭表面に付着し た細菌の増殖を 防ぎ，

有害な細菌が搾乳者の間で拡大し ないために行う も のであり ， 搾乳後速やかに行

う 。
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